
（第三種郵便物認可） ２０１６年２月１５日大阪歯科保険医新聞 （５、15、25日発行）（２）
　

帳
簿
を
活
用
し
て
主
体
的

な
医
院
経
営
を
目
指
そ
う

―
。「
医
院
経
営
に
生
か
す

決
算
書
の
読
み
方
―
税
務
だ

け
で
は
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
！
帳

簿
を
活
用
し
て
経
営
判
断
」

と
題
し
、
経
税
部
は
１
月
23

日
、
院
長
・
経
営
セ
ミ
ナ
ー

を
保
険
医
会
館
で
開
き
、
31

人
が
参
加
し
た
。
部
員
の
宇

治
田
竜
一
氏
（
中
央
区
開

業
）
が
講
師
を
務
め
、
決
算

書
や
帳
簿
を
活
用
し
た
医
院

経
営
の
改
善
を
強
調
し
た
。

　

冨
本
昌
之
経
税
部
長
は

「
決
算
書
類
を
見
て
も
何
が

書
い
て
あ
る
か
わ
か
ら
な
い

よ
う
で
は
も
っ
た
い
な
い
。

自
院
の
決
算
書
を
理
解
し
、

顧
問
税
理
士
と
話
が
で
き
る

よ
う
に
知
識
を
身
に
着
け
て

ほ
し
い
。
初
め
は
難
し
く
て

も
、
毎
年
学
習
す
れ
ば
理
解

が
深
ま
る
」
と
あ
い
さ
つ
し

た
。

　

宇
治
田
氏
は
、
複
式
簿
記

の
仕
組
み
を
分
か
り
や
す
く

解
説
し
、
経
営
の
全
体
像
を

正
確
に
つ
か
む
こ
と
の
重
要

性
を
指
摘
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
会
計
ソ
フ
ト

を
活
用
す
れ
ば
、
誰
で
も
簡

単
に
貸
借
対
照
表
・
損
益
計

算
書
を
作
成
で
き
る
こ
と
を

紹
介
。
貸
借
対
照
表
と
損
益

計
算
書
に
加
え
、
現
金
の
流

れ
を
つ
か
む
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
計
算
書
を
作
成
す
れ

ば
、
安
定
的
な
経
営
に
と
っ

て
大
事
な
①
利
益
②
資
産
と

負
債
の
バ
ラ
ン
ス
③
キ
ャ
ッ

シ
ュ
の
流
れ
―
の
３
点
を
分

析
で
き
る
と
説
明
し
た
。

　

宇
治
田
氏
は
、
こ
の
三
つ

の
決
算
書
類
の
分
析
方
法
と

し
て
、
税
務
申
告
の
青
色
申

告
決
算
書
の
数
値
を
エ
ク
セ

ル
シ
ー
ト
で
グ
ラ
フ
化
す
る

方
法
を
紹
介
。
資
産
と
売
上

や
資
産
と
利
益
の
関
係
を
分

析
す
る
こ
と
で
、
資
産
が
効

率
的
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か

が
分
か
る
と
し
た
。　

　

経
税
部
で
は
、
自
主
記
帳

・
自
主
申
告
の
取
り
組
み
と

と
も
に
、
帳
簿
を
活
用
し
て

主
体
的
な
医
院
経
営
者
を
養

成
す
る
講
習
会
に
今
後
も
力

を
入
れ
る
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

第
47
回
定
期
大
会
が
１
月

30
、
31
日
の
両
日
、
東
京
・

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
た
。
協
会
か
ら
は
、
小

澤
力
理
事
長
ら
役
員
６
人
が

参
加
し
た
。

　

安
倍
政
権
が
進
め
る
社
会

保
障
費
自
然
増
分
削
減
の
動

き
、
立
憲
主
義
を
脅
か
す
政

治
姿
勢
な
ど
の
情
勢
を
踏
ま

え
、
次
期
活
動
方
針
や
予
算

に
つ
い
て
討
議
し
た
ほ
か
、

医
療
政
策
や
審
査
、
指
導
、

監
査
の
問
題
点
、
平
和
運
動

な
ど
の
多
彩
な
テ
ー
マ
で
討

論
が
行
わ
れ
た
。

　

討
論
で
は
、
協
会
か
ら
谷

理
事
が
歯
科
技
工
問
題
に
つ

い
て
発
言
し
た
。
谷
理
事
は

昨
年
実
施
し
た
近
ブ
ロ
歯
科

技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査

結
果
を
示
し
、
技
工
士
問
題

の
重
要
性
を
強
調
。
保
団
連

と
し
て
運
動
に
取
り
組
む
こ

と
を
呼
び
か
け
た
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

　

大
会
で
採
択
、
承
認
さ
れ

た
議
事
は
以
下
の
通
り
。

▽
２
０
１
６
年
〜
17
年
度
活

動
方
針
▽
16
年
度
予
算
▽
14

　

共
済
部
は
１
月
９
日
、
休

業
保
障
運
営
委
員
交
流
会
を

大
阪
市
内
で
開
き
、
２
０
１

５
年
度
募
集
活
動
、
休
業
確

認
・
証
明
な
ど
委
員
業
務
の

留
意
点
を
報
告
し
交
流
し

た
。

　

あ
い
さ
つ
し
た
小
澤
理
事

長
は
、
２
０
１
３
年
の
募
集

再
開
以
降
、
知
名
度
も
徐
々

に
回
復
し
若
い
会
員
を
制
度

に
迎
え
ら
れ
て
い
る
と
し
、

現
在
約
１
７
０
０
人
の
加
入

者
を
さ
ら
に
増
や
し
た
い
と

強
調
し
た
。

　

協
会
が
１
月
21
日
に
取
り

組
ん
だ
国
会
行
動
の
要
請
議

員
は
次
の
通
り
。

衆
院

【
面
談
】

〈
維
新
〉
遠
藤
敬
、〈
共

産
〉
宮
本
岳
志
、
清
水
忠
史

【
秘
書
対
応
】

〈
自
民
〉
大
隈
和
英
、
宗
清

皇
一
、
岡
下
昌
平
、
大
西
宏

幸
、
谷
川
と
む
、
北
川
知

克
、
中
山
泰
秀
、
大
塚
高

司
、
佐
藤
ゆ
か
り
、
左
藤

章
、
長
尾
敬
、
原
田
憲
治
、

神
谷
昇
、
竹
本
直
一
、〈
公

明
〉
北
側
一
雄
、
佐
藤
茂

　

交
流
で
は
委
員
か
ら
「
代

診
を
置
い
て
も
給
付
さ
れ
る

が
、
代
診
医
に
指
示
す
る
と

業
務
と
み
な
さ
れ
給
付
さ
れ

な
い
。
診
療
上
、
指
示
は
欠

か
せ
な
い
の
で
矛
盾
を
感
じ

る
」「
近
年
、
短
期
間
の
入

院
で
復
業
す
る
ケ
ー
ス
も
多

い
。
免
責
期
間
を
短
く
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。

　

春
の
新
規
・
増
口
（
４
月

１
日
加
入
）
の
受
付
期
間
は

４
月
１
日
か
ら
５
月
20
日
ま

で
。

樹
、
伊
佐
進
一
、
國
重
徹
、

浮
島
智
子
、
樋
口
尚
也
、

〈
民
主
〉
平
野
博
文
、
辻
元

清
美
、〈
維
新
〉
井
上
英
孝
、

浦
野
靖
人
、
松
浪
健
太
、
馬

場
伸
幸
、
谷
畑
孝
、
吉
村
洋

文
、
丸
山
穂
高
、
伊
東
信

久
、〈
無
所
属
〉上
西
小
百
合

参
院

【
面
談
】

〈
共
産
〉
辰
巳
孝
太
郎

【
秘
書
対
応
】

〈
自
民
〉
太
田
房
江
、
柳
本

卓
治
、
北
川
イ
ッ
セ
イ
、

〈
公
明
〉
杉
久
武
、
石
川
博

崇
、
山
本
香
苗
、〈
民
主
〉

尾
立
源
幸
、〈
維
新
〉
東
徹

〈
共
産
〉
山
下
芳
生

 

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

〜
15
年
度
役
員
辞
任
並
び
に

補
充
選
任
▽
加
盟
団
体
表
彰

▽
次
期
保
団
連
役
員
選
任
▽

名
誉
役
員
の
承
認
▽
大
会
決

議
。
協
会
の
寺
嶋
洋
幸
、
兵

頭
正
道
両
理
事
が
保
団
連
理

事
に
再
選
さ
れ
た
。

加
入
者
さ
ら
に
増
や
そ
う

共
済
部　

休
保
委
員
交
流
会
開
く

１
・
21
国
会
行
動

要
請
議
員
一
覧

保
団
連
第
47
回
定
期
大
会

歯
科
技
工
問
題
の
改
善
を

谷
理
事　

近
ブ
ロ
技
工
所
調
査
を
報
告

帳
簿
活
用
し
医
院
経
営
を

エ
ク
セ
ル
で
の
決
算
書
分
析
紹
介

経税部

発
言
す
る
谷
理
事
＝
１
月

30
日
、
東
京
都
内　
　
　

受
講
す
る
参
加
者
＝
１
月
23

日
、
保
険
医
会
館　
　
　
　

戦
争
す
る
た
め
の
法
律

　

第
３
は
、
武
力
攻
撃
事
態

法
な
ど
の
改
訂
に
よ
っ
て
、

ア
メ
リ
カ
な
ど
他
国
へ
の
武

力
攻
撃
で
あ
っ
て
も
政
府
が

「
存
立
危
機
事
態
」
と
認
定

す
れ
ば
、
日
本
の
自
衛
隊
が

先
制
攻
撃
す
る
こ
と
さ
え
可

能
に
し
た
こ
と
だ
。

　

海
外
の
紛
争
地
域
で
の
武

力
行
使
や
後
方
支
援
（
兵
た

ん
）
の
大
幅
な
範
囲
拡
大
、

日
本
の
先
制
攻
撃
に
道
開
く

安
保
法
制
は
、
戦
争
を
す
る

た
め
の
法
律
に
他
な
ら
な

い
。

　

安
倍
首
相
は
こ
れ
を
「
レ

ッ
テ
ル
張
り
」
だ
と
い
う

が
、
日
本
国
民
や
自
衛
隊
を

戦
争
に
巻
き
込
み
、「
平

和
」
と
も
「
安
全
」
と
も
ほ

ど
遠
い
「
平
和
安
全
法
制
」

こ
そ
悪
質
な
レ
ッ
テ
ル
張
り

と
言
え
る
。 

（
つ
づ
く
）

付
け
警
護
」
な
ど
、
戦
闘
に

至
る
可
能
性
の
高
い
活
動

は
、
自
衛
隊
が
「
殺
さ
れ

る
」
危
険
と
と
も
に
、
現
地

住
民
を
「
殺
す
」
可
能
性
を

格
段
に
高
め
る
。

集
団
的
自
衛
権

訂
で
、
戦
乱
が
続
く
地
域
で

の
治
安
維
持
活
動
な
ど
Ｐ
Ｋ

Ｏ
活
動
の
範
囲
拡
大
だ
。
同

法
に
盛
り
込
ま
れ
た
「
駆
け

三
つ
の
特
徴
が
あ
る
。

「
戦
闘
地
域
」へ

　

第
１
は
、
海
外
で
武
力
行

使
を
し
て
い
る
米
軍
等
へ
の

補
給
、
輸
送
な
ど
の
「
後
方

支
援
」
を
定
め
た
二
つ
の
法

律
、「
重
要
影
響
事
態
法
」
と

「
国
際
平
和
支
援
法
」
だ
。

　

両
法
律
に
共
通
す
る
最
大

の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
政
府

が
「
戦
闘
地
域
」
と
し
て
、

自
衛
隊
の
派
遣
を
禁
じ
て
い

た
危
険
な
地
域
で
自
衛
隊
が

軍
事
支
援
を
行
え
る
よ
う
に

し
た
こ
と
だ
。

Ｐ
Ｋ
Ｏ
拡
大

　

第
２
は
、
Ｐ
Ｋ
Ｏ
法
の
改

海
外
派
遣
の
た
び
に
特
別
措

置
法
を
つ
く
ら
ず
と
も
、
い

つ
で
も
自
衛
隊
を
海
外
に
派

兵
で
き
る
よ
う
に
す
る
恒
久

法
だ
。
改
訂
さ
れ
た
10
本
の

法
律
は
「
平
和
安
全
法
制
整

備
法
」
と
し
て
一
括
さ
れ

た
。
安
保
法
制
に
は
憲
法
９

条
を
踏
み
に
じ
っ
て
自
衛
隊

が
海
外
で
戦
争
す
る
た
め
の

　

安
保
法
制
に
は
、
新
た
な

法
律
が
一
つ
、
一
部
改
訂
さ

れ
た
法
律
が
10
本
あ
る

（
表
）。
新
規
は
「
国
際
平

和
支
援
法
」
で
、
自
衛
隊
を

　

「
９
条
守
れ
」「
立
憲
主
義
壊
す
な
」
―
。
空
前
の
規
模

で
全
国
に
広
が
っ
た
声
を
無
視
し
、
安
倍
政
権
が
戦
争
法

（
平
和
安
全
保
障
関
連
法
）
を
強
行
成
立
さ
せ
て
か
ら
５
カ

月
。
そ
の
声
は
今
、
戦
争
法
廃
止
を
求
め
る
２
０
０
０
万
署

名
の
実
現
を
目
指
す
。
署
名
に
賛
同
す
る
協
会
・
保
団
連
は

会
員
に
署
名
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
政
府
が
「
平
和
安

全
保
障
法
制
」
と
呼
ん
で
い
る
戦
争
法
の
特
徴
と
本
質
、
そ

し
て
廃
止
を
実
現
す
る
展
望
を
考
え
る
。

20002000万署名万署名でで

戦争法戦争法
廃止廃止へへ❶❶

平和安全保障関連法平和安全保障関連法

10
法
を
一
括

新
法

平和安全法制整備法

国際平和支援法
（外国軍の「後方支援」などのための自衛隊派遣可能に）

①武力攻撃事態法（「集団的自衛権行使」可能に）
②重要影響事態法（地球上のどこでも派遣可能に）
③自衛隊法（武器使用を緩和）
④米軍等行動関連措置法（米軍以外の外国軍隊も対象に）
⑤特定公共施設使用法（米軍以外の外国軍隊も対象に）
⑥海上輸送規制法（存立危機事態への対応）
⑦捕虜取扱い法（存立危機事態への対応）
⑧船舶検査活動法（日本周辺海域以外でも適用可能に）
⑨国家安全保障会議設置法（存立危機事態などを審議）
⑩PKO協力法（駆け付け警護など業務拡大）


